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和歌山の不快指数について＊

橋本義愛＊＊岸谷至教＊＊

　1．　はしがき

　最近アメリカ気象局では蒸し暑さの程度を表わす指数

として不快指数を提唱し，実用に供している．日本でも

既にいくつかの調査がなされ，世間一般の関心も高まっ

てきたので，筆者らは和歌山の不快指数の気候学的特性

について，若干の調査を試みたので，その結果を報告す

る．

　不快指数DIは次のように定義されている．即ち乾球

温度奄，湿球温度砺とするとき

　　　　DI＝0．72（命十！z“）十40．6

また湿度∬を用いると，次のようになる．

　　　　DI＝0．81む十∬（0．99竜一14．3）十46．3

　この不快指数をわれわれの不快感と結びつけると次の

ようになると云われている．

DI≧70

DI≧75

DI≧79

DI≧80

一般に不快

半数以上は必ず不快

だれもが不快

非常に不快

度で，15時に70以上の現われるのは6月から10月までで

あり，特に7，8，9月は80以上になっている．また7，

8，9月には夜間の3時でも70を越している．

　5．　不快指数の日変化

　不快指数の最も問題になるのは，盛夏であるが，昭和

36年6，7，8，9月の毎時の不快指数を算出し，月平

均値を求めると第3表のとおりである．天気別にも計算

したが，大きな差は認められないので，平均値のみを第

3a～3d図に示しておく．年変化と同様に気温の変化に

非常に似ており，午後最高が現われ，日の出前に最低が

現われている．

　　第1表，不快指数の月平均値（昭和28～37年）

＼月
時＼

3
9
15

21

き

11 2
　　
43　43
　オ

45」45

48149
45 45

3
49

52

57

55

　　

41
　∫

58

62

64

59

5
63

69
　1

691

68」

617
　！

68　76

71179

74 81

71i77

8
75

80

182

79

9
ll73
76

79

75

10i　ll

　l

65156
68159，

7ヨ62

　67159

12

48

50

54

50

　2．　不快指数の年変化

不快指数の年変化をみるために，昭和28年から37年ま

での10年間の和歌山の資料から月平均値を算出した（第

1表）．3時と15時の値を図示したのが第1図である．

　第4図には最高の現われた時刻とその出現回数を示し

ておいたが，15時頃に最も多く現われているようであ

る．従って，不快指数を検討するとぎには，一般に15時

の値で代表させても差支えないことがわかる．
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　　　第1図　不快指数の年変化

さらにもう少し精しくみるために，半旬平均値も計算し

た（第2表，第2図）．

　不快指数は気温とほぼ同「じ年変化を示し，8月が最高

で・83，1月が最低である．3時と15時の差はほぼ5程

＊Discomfort　Index　Measured　in　Wakayama－city．

＊＊Yoshichika　Hashimoto，Yoshinori　Kishitani．

　和歌山地方気象台　一1962年11月10日受理一

1963年11月
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　第2図　不快指数の年変化（半旬平均）

　　　なお平均化すると，天気には関係のないような結果が

　　得られたが，個々の日をさらにくわしく検討すれば，気

　　圧配置に密接な関係がある．一般に低気圧が南海上を通

　　って低温の雨天の日には不快指数は小さく，較差も小さ

　　いが，低気圧が日本海に入れば不快指数は増大するのが

　　普通である．よく知られているように，梅雨期に前線が

　　太平洋岸にある間は不快指数は小さくて比較的涼しい
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　　　第3a図　　　　　　　　第3b図　　　　　　　　第3c図　　　　　　　　第3d図
不快指数の日変化　　　　　不快指数の日変化　　　　　不快指数の日変化　　　　　不快指数の日変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不快指数が80を越すような日が現われるのは6月下旬

　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　から9月中旬までが主であって，8月には85を越す日が

ト　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しばしば現われている．・なお，7，8月は70に達しない

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　日はほとんどない．

レ　　　　　　　　　　欄旨数が8・を越すよう礁し暑し、日が連続する期間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，6月下旬から9月中旬までの間に現われ，2日または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3日というのが多いが，たまには20以上も連続すること

ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もある．特に昭和36年は近年で最も蒸し暑く，8月日18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から9月14日まで28日も続いた．なお77～78になった2，
　8　∈）P日　12B14　15∫6171＆19202122
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3日を除けば，7月はじめから実に2ヵ月半も不快指数
　　第4図　最高不快指数の出現度数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が80を越し，連日蒸し暑い日が続いたのである（第5表）．

　　　　　　　　　　　　　　第4表15時の不快指数（昭和28～37年）
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第5表　15時の不快指数80以上が連続した回数（昭和28～37年）
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註　＊昭和36年8月18日から9月14日まで．

1963年11月



588 和歌山の不快指数について

第6表昭和37年8月8日和歌山市内の不快指数
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　5．不快指数の水平分布

　昭和37年8月8日に和歌山市内の12の中学校が共同し

て一昼夜観測を実施したが，そのときの資料を借用し，

不快指数の水平分布がどうなっているかをしらべた．

　当日の天気図を第5図に示す．台風10号が大ぎく迂廻

して日本海に入り，当地方としては最も蒸し暑い日であ

った．日変化を示せば第6図のようになり，日中は南寄

りの風がずっと吹き続いている．参考までに気温と湿度

の日変化を第7図に示しておいた．
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　　　　　第5図　昭和37年8月8目15時

　第6表と第8図には不快指数の平均及び最高，最低の

値を示したが，地域による差異はほとんど認められな

い．即ち和歌山市位の範囲での不快指数の水平分布はほ

ぼ一様であり，気象台のみの値で十分代表し得ることが

わかった．

　6．　結　語

　以上，和歌山の不快指数について述べたが，得られた

結果は次のとおりである．

　（1）不快指数の年変化はほぼ気温の変化に似ており，

8月が最高で，1月が最低である．

　（2）日変化も気温の変化とよく似ており，15時頃に最

高が現われやすい．日変化を月平均すれば，天気による

差はほとんど認められないが，個々の日には気圧配置に

よってそれぞれ特徴がある．即ち低気圧が日本海に入

り，太平洋高気圧におおわれるような，所謂，南高北低

の気圧配置のとき最も大ぎな値が得られ，較差も大きい

のが普通であるが，たまには夜になっても蒸し暑く，一

日中80を越すような日もある．

　（3）最近10年間の15時の不快指数を旬別に統計したと
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第6図不快指数の日変化　第7図気温，湿度の日変化
　（昭和37年8月8日）　　　　（昭和37年8月8日）

28

　　　　　　　　　　　第8図

ころでは80以上の日が起るのは6月下旬から9月中旬ま

でで，8月には85を越す日がしばしば現われている．な

お7，8月には70に達しない日はほとんどない．不快指

数が80を越す日が連続する期間は6月下旬から9月中旬

であり，たまには数ヵ月にわたることもある．

　（4）和歌山市位の範囲での不快指数の水平分布にはほ

とんど地域差は認められず，ほぼ一様であり，一点の値

で十分代表し得る．
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